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防災及び救急救助事業

２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 主管課 消防防災課

会計 小事大事
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目項

09 01 01 09 01

対象

救急救命士の病院再実習による知識と技術の向上及び気管挿管実習による認定救急救命士の
育成が救急救命処置の拡充と救急搬送業務の充実を図るもの。

救急救命士の病院再実習による知識と技術の向上及び気管挿管実習による認定救急救命士の
育成が救急救命処置の拡充と救急搬送業務の充実を図るもの。

　認定救急救命士の育成と資質の向上及び搬送業務の迅速
化による救命率の向上を図る。

主管課長高市　薫自然災害・都市災害への備えと予防

名　　称 平成2４年度 平成2５年度 平成2６年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

救護活動を必要とする市
民

意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

救急救命士特定行為の医
師による指示要請件数

1.71 1.67 1.90 ％ ↘↘↘ 指示要請件数／搬送人員

平成2５年度

0.20

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

4,306,800 3,493,500 1,381,853

　病院再実習を中心に救急救命士の教
育の充実と救急業務活動の資質向上が
図られ、救護を求める市民の期待に応
えることができている。

平成2４年度 平成2６年度

4,306,800 3,493,500 1,381,853

0.60 0.50

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

救急救命士が個人で講習や研修に参加して自己研鑚に
努めた。

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅰ　拡　　　充　（事業を拡大して継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取り組
みの課題

救命率の向上を図るべく、バイスタン
ダー(救急現場に居合わせた人)の有効
活用及び病院収容までの時間短縮。

④今後の
改善計画

市民への普通救命講習会受講の呼び掛
け及び受講者の増加を図るとともに、
119番受報内容の早期把握及び迅速な出
動指令に努める。

①今年度
(H2６)の
改善計画

②今年度
(H2６)に
実施した
取り組み

救急件数の増加に伴い、軽症者等の安
易な救急要請事案対策に取り組む。

広報及び掲示物等により救急車の適正
利用を呼び掛ける。


